Jamais Vu

「Dr.高～～泊めてくれ～」

深夜、ドアをドンドンと激しく叩く音に起こされた。

とりあえずガウンを羽織り、知った声にドアを開けると、

強い、酒の臭いが鼻をつく。

「輝…何やってるんだ？」

睡眠を邪魔された私は、わざと冷たく言い放つ。

「しょんなこと言わないで、泊めて～」

へなへなと玄関先に座り込みながら、輝はだらしない笑顔で

私の足に縋りついた。

「仕方ないなぁ…もう…」

少々、苛立ち気味にため息をつき、

今にも玄関の冷たいコンクリの上に寝てしまいそうな輝を立ち上がらせ

家の中に引きずりいれた。

「わぁ～い。さんきゅぅ～」

その途端、たった今までのへなへな加減は何処へ？

輝は喜んで、リビングの方へ走っていった。

私…エリート法医、検死官であるDr.高兆ﾈ其が、

私の完全にプライベート空間とも言える自宅に押しかけ、

挙句に、私の許可なく、勝手に私の酒を開け、飲み始めた

目の前に居る泥酔男…元潜入捜査官、現警官の輝と出会ったのは

数ヶ月前に起きたある事件がきっかけだった。

その事件のおかげで私は、一時は犯罪者にまで仕立て上げられそうになり

殺されかけたりと、とても迷惑したものだ。

事件は解決したものの、私と正反対の性格ともいえる彼には

未だに、こうして時々、迷惑を被る。

リビングのソファに座り、酒を飲み始めた輝。

「おまえも飲めよ～ぉ」

何があったか知らないが、妙に上機嫌の輝が私に酒を差し出す。

「それは、私の酒………」

酔っ払いに何を言っても仕方ない。

ため息をついてグラスを受け取ると、

ソファの輝の隣に腰掛け、子供をあやすように

輝に微笑みながら、やさしく語りかける。

ココは私が冷静に対応すれば、たぶん、輝はすぐに寝る。

今日は気温が低い、泥酔状態のまま外に放り出したら、

そのまま凍死しかねない。ココは医師としても、彼を泊めるしかないわけだ。

無論、不本意ながら。だ

「いいか、今夜は泊めてやる、だが、今回限りだからな。」

できうるかぎりやさしい口調だが、この辺りは私の少々苦手範囲で、

言っている内容的にはちょっときつかったかもしれない…と思ったが、

「うんうん。泊めてくれてありがとうな。ほら、飲め。」

輝はちゃんと聞いていないようだ。

仕方ない、酔っているときに言ってもな…明日の朝にちゃんと理解させよう。

「今、毛布を持ってきてやるから、もう寝たまえ。」

そういって、立ち上がった私の腕を、輝はグッと掴んだ。

「なに？」

「そんな事言って、おまえも逃げるの？」

「は？」

輝は突然顔を曇らせて俺を睨むように見上げる。

おまえも…？たしかそう聞こえたが…

「逃げないでよ。俺から。」

私が思考を巡らす間を与えず、輝は私の腕を強く引く。

仕方なく、私はまた彼の隣に腰を下ろした。

「何が、あったんだ？」

私は精神科医ではないが、この状況ではそうならざるを得ない。

しかし、輝は次に私に“あの”質問をした。

「おまえ、ゲイじゃないの？」

………

輝は金持ちの子息だったらしいが、父親の同性愛が原因で家庭崩壊

その為かゲイを嫌っている…らしい。

「何度、私をゲイだと聞けば気が済むんだ？

私はゲイに偏見は無いが、ノーマル。つまり異性愛者だ。

最近だって、女性とデートしてきたしな。それとも…

私はゲイだと言ったら、君は私を嫌いになるというのか？

同性愛は病気ではないし、ましてや障害や疾患でもない。

偏見や差別は個人の思想の自由だが、関心は出来ないな。

宗教的理由や政治的理由で彼らの恋愛を処罰するのもいかがかと思う。

だが、輝の場合、父親がゲイだったという心理的………んっ…？」

私は輝に説明をしてやっていた。しかし、その途中

----ー私の唇は輝のそれに塞がれていた。

カチャと小さな音を立てて、私のメガネが外れ、床に落ちた。

そして私は、輝の腕を押しのけることが出来なかった。

彼の視線はまっすぐに私を捕らえ、

「ゲイは遺伝しないって言われたけど、俺には解らなくなった。

おまえに会ってから…女に興味が無くなった訳じゃないし、

他の男がいいわけじゃない。ただ…なんていうか………」

そこまで言って、輝は酒臭い息を呑みこむように押し黙り

私を抱きしめた。

心地よい心臓の音

くすぐったい耳元の吐息

少し上ずる声

サラサラと髪を撫でる指

彼に抱かれるという行為は、プライドが許さないと思っていたが、

意外と私の心は平静で、そして何かの期待さえ抱いていた。

それは、【未視観　Jamais Vu】

ああ、明日は早出だというのに…困った。

それより、この男が正気に戻ったときのフォローも大変かもしれない。

だが、それも、“嫌ではない”…が。

